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当てて考える必要があると考える。  

①  学習ノートについて  

学習ノートを書く目的は課題を解くため

に計算や図を描き，答えを記録しておく

ことに使われることが多い。子どもにと

っては学習した内容を忘れないように残

しておいたり，後で学習内容を振り返る

ために使ったりすることもあるが，その

場限りのメモとしてのノート記述が多い。

しかし「書くことと考えることには密接

な関係がある。問題を考えるとき，式を

書いたり，図形に補助線を引いたりして，

問題の構造を分析する」（中村， 2002）

と書かれているようにノートに書く事に

は書き写すだけでなく，思考の手段とし

てノートに書く事自体に大きな意味があ

ると考えられる。  

②学習ノートの機能  

学習ノートには対象や目的に応じて様々

な機能がある。その機能を表 1 のように

分類した。機能を活用することによって

学習の効率化が図れるようになると考え

られる。  

 
 表 1 学習ノートの機能 

③学年に応じた学習ノート指導   

学習ノートには学年に応じた指導が必

要と考える。それは第一に純粋に文字を

書く力が学年の発達段階に応じて大きく

異なるからである。第二に学習する内容

が各学年に応じて異なり，身につけさせ

たいことが異なるからである。よって，

ノートについて各学年に応じた指導が必

要となってくる。  

低学年のノート指導においては，これ

から学年が上がってから生きてくるよう

な基礎的なノート指導が必要となる。特

に 1 年生の段階では図１のようにひらが

な，カタカナ，数字を覚え，式や答えの

書き方を覚えた段階であるので基本的な

ノートの書き方を身につけさせるように

させたい。  

図１ 1 年生時（2/13） ts 児のノート  

2 年生の初期の段階においては 1 年生

と同じように計算を書き，答えを書くこ

とを目的としている学習ノートであるこ

とが多い。2 年生になったとしても，書

く力はそれほどを身に付いてはいないた

めである。しかし，2 年生の早い時期に

学習ノートには式や答え以外に図２のよ

うに課題を書かせるようにさせたい。       

 

 

 

対象  目的  ノートの機能  

子  

ど  

も  

記録  メモをとるため  

記憶  書くことによって，手で覚えることが

できる  

整理  自分が学習して得られた知識，考えな

どがまとめられている  

意欲  わかる（とけた）喜びが現れている  

思考  書くことによって，考えを深めること

ができる  

評価  子どもに自ら評価させることができる

教師  支援  つまずいている子への，個別指導など

のヒントになる  

評価  一人ひとりの学習した履歴であり，学

習に取り組む態度を見取ることが出来

る  
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筆算ができるかどうかを文章化して自

分なりの根拠を基に説明している。 

 

６自分の考えを整理し，図示し始めたノ

ート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図９ 5/22 ys 児のノート 

 

引き算にしたわけを文章化して説明し

ている。図示して答えを求めようとして

いる様子が分かる。また，２つの考えを

比較するような記述も見られる。 

 

７説明の文章化が見られるノート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 6/5 ys 児のノート  

 自分の考えを文章化できるようになっ

てきている。また，ノートの書き方も慣

れてきて見やすいノートになってきてい

る。 

 

８２つの考えを比較し始めたノート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 6/19 ys 児のノート 

 かおり，ひろきの２つの考えを考えた

後，２つの考えを比較して，まとめ始め

ている。 

９できるか，できないを判断しはじめた

ノート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 7/3 ys 児のノート 

課題を考える上でできる場合だけで

なく，できない場合のことを考え始めて

いる。 

教 師 の 働 き か

け６  

・わけという言

葉 を 意 識 的 に

使う。  

 

・計算の仕方の

説 明 を 図 を 使

っ て 考 え さ せ

る 授 業 展 開 を

する。  

教 師 の 働 き か

け７  

 

・テープ図の使

用  

 

・説明を文章化

し た こ と の 評

価   

 

教 師 の 働 き か

け８  

・2 つの考えを

提示し，考えさ

せる。  

 

・気づいたこと

の 意 識 的 な 使

用。  

教師の働きかけ９  

・できるときとでき

な い と き の 意 識 的

な問いかけ，  

 

・自力解決場面でわ

け を 考 え さ せ る よ

う に わ け と 黒 板 に

書く。  
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